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(57)【要約】
　本発明は、染料移行を抑制し、かつアニオン界面活性剤と共に粒状または粉末状固体製
品に加工することができるカチオンポリマーに関する。ポリジアルキルジアリルアンモニ
ウムクロリドが特に好ましいポリマーである。好ましくは、石鹸を該製品に添加する。本
発明のコンパウンドは、洗剤、好ましくはいわゆる色物用洗剤の製造に好適である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　a)　0.1～99wt%の、染料移行抑制特性および／または染料固定特性を有するカチオンポ
リマー；
　b)　99.9～1wt%の、アニオン界面活性剤；および
　c)　任意に、他の成分；
を含有する固体組成物。
【請求項２】
　ポリジアリルジアルキルアンモニウム化合物および／またはその誘導体、好ましくはポ
リジアリルジメチルアンモニウムクロリドを、カチオンポリマーa)として選択することを
特徴とする、請求項1に記載の組成物。
【請求項３】
　アニオン界面活性剤ｂ）が、直鎖アルキルベンゼンスルホネート、アルキルエーテルス
ルフェート、アルキルスルフェート、第二級アルカンスルホネート、またはこれらの界面
活性剤の相互の混合物から成る群から選択されることを特徴とする、請求項1または2に記
載の組成物。
【請求項４】
　非イオン界面活性剤および／または石鹸を他の成分c)として含有することを特徴とする
、請求項1～3のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　少なくとも、
　a)　0.1～99wt%のポリジアリルジアルキルアンモニウム化合物；
　b)　1～90wt%のアニオン界面活性剤；
　c)　0～20wt%の石鹸；
　d)　0～35wt%の非イオン界面活性剤；
を含有することを特徴とする、請求項1～4のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　少なくとも、
　a)　0.1～98wt%のポリジアリルジアルキルアンモニウム化合物；
　b)　1～90wt%のアニオン界面活性剤；
　c)　0～20wt%の石鹸；
　d)　0～35wt%の非イオン界面活性剤；
を含有することを特徴とする、請求項1～4のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　成分a)対成分b)の重量比を、10：1～1：10の範囲の値、好ましくは1：8～1：1の範囲の
値に調節することを特徴とする、請求項1～6のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　石鹸c)およびカチオンポリマーa)が、1：1～1：5の重量比、好ましくは1：2～1：3の重
量比で共に存在することを特徴とする、請求項1～7のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　ポリマーa)およびアニオン界面活性剤b)から成ることを特徴とする、請求項1～8のいず
れかに記載の組成物。
【請求項１０】
　石鹸をさらに含有することを特徴とする、請求項9に記載の組成物。
【請求項１１】
　ポリジアリルジメチルアンモニウムクロリドを成分a)として選択し、アルキル(オリゴ)
グリコシドおよび／または直鎖アルコキシル化脂肪アルコールを成分d)として選択するこ
とを特徴とする、請求項1～10のいずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
　顆粒または粉末の形態で存在することを特徴とする、請求項1～11のいずれかに記載の
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組成物。
【請求項１３】
　成分a)を、0.1～0.9wt%の量、好ましくは0.1～0.7wt%の量、特に0.1～0.5wt%の量で含
有することを特徴とする、請求項1～12のいずれかに記載の組成物。
【請求項１４】
　10～30wt%の量の成分a)、90～70wt%の量の成分b)、および0～10wt%の量の成分c)を含有
することを特徴とする、請求項1～12のいずれかに記載の顆粒または粉末形態の組成物。
【請求項１５】
　固体洗剤、好ましくは色物用洗剤の製造における、請求項1～14のいずれかに記載の組
成物の使用。
【請求項１６】
　界面活性剤、ビルダーおよび添加剤を含有する固体洗剤であって、請求項1～14のいず
れかに記載の組成物を、洗剤の総量に基づいて0.05～10wt%、好ましくは0.1～2.5wt%、特
に0.1～0.9wt%で含有することを特徴とする固体洗剤。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アニオン界面活性剤と混合された、染料固定特性または染料移行抑制特性を
有するカチオンポリマーを含有する固体組成物、および洗剤におけるその使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　色物用洗剤(color detergents)は、洗剤市場において独立した製品カテゴリーである。
それらは、洗濯の際の顕著な色保護によって、通常の洗剤と区別される。1つの衣類から
他の衣類への染料の移行が、いわゆる染料移行抑制剤によって減少されるかまたは防止さ
れる。常套的な移行抑制剤、例えば、ポリビニルピロリドン（PVP）およびそれらの誘導
体、例えばPVPNオキシドまたはPVPベタインが既知である。
【０００３】
　さらに、カチオンポリマーは、洗剤および織物ケア組成物における染料移行抑制剤およ
び染料固定剤として、特許文献から既知である。例えば、WO 03/057815 A1には、1～90wt
%の水溶性染料固定剤および2～80wt%の担体から成る固体組成物が開示されている。WO 03
/057815において、担体は、洗剤に典型的な無機成分であるものと理解される。しかし、
塩形態の界面活性剤は担体から除外されている。WO 03/057815には、好適な染料固定剤と
して、カチオンポリマー、特に、ポリジアリルジアルキルアンモニウムクロリドも開示さ
れている。同特許が解決しようとした技術的課題は、カチオン染料固定剤とアニオン界面
活性剤との非相溶性を解決することであった。解決法として、WO 03/057815には、アニオ
ン界面活性剤を既に含有している洗剤配合物に、微粒形態のカチオンポリマーを導入する
ことが開示されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、本発明が解決しようとする課題は、洗剤に使用される染料移行抑制剤およびア
ニオン界面活性剤の容易に加工できるコンパウンドを得るために、カチオンポリマーをア
ニオン界面活性剤と共に配合することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　アニオン界面活性剤を特定のカチオンポリマーと安定的に配合しうることが見出された
。驚くべきことに、アニオン界面活性剤と染料移行抑制性カチオンポリマーとの組み合わ
せが、移行抑制剤の作用の相乗的増加をもたらしうることが見出された。さらに、特定の
非イオン界面活性剤の添加が、その作用をさらに増大しうることも見出された。
【０００６】
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　従って、本発明は、
　a)　0.1～99wt%の、染料移行抑制特性および／または染料固定特性を有するカチオンポ
リマー；
　b)　99.9～1wt%の、アニオン界面活性剤；および
　c)　任意に、他の成分
を含有する固体組成物に関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明の組成物は例外なく固体であり、好ましくは、粉末または顆粒として存在する。
それらの水分含量は、10wt%未満、好ましくは8wt%未満、より好ましくは5wt%未満、最も
好ましくは1wt%未満である。典型的な範囲は、例えば、0.1～10wt%、好ましくは0.1～8wt
%、または0.1～5wt%の水である。水を含有しない組成物が特に好ましい。他の好ましい態
様において、組成物は、水を含有するとしても、原材料から取り込まれる水のみを含有す
る。
【０００８】
　本発明の組成物は、染料移行抑制特性および／または染料固定特性を有するカチオンポ
リマーと、アニオン界面活性剤との組み合わせを含有する。
【０００９】
　ポリマーa)は、好ましくは水溶性である。ポリジアリルジアルキルアンモニウムクロリ
ドを成分ａ）として選択するのが好ましい。ポリジアリルジメチルアンモニウムクロリド
またはその誘導体が特に好ましい。選択されるポリマーは、とりわけ、分子量1,000～1,0
00,000、特に1,000～100,000、特に好ましい態様においては2,000～20,000を有するポリ
マーである。本発明の目的に好適なポリジアリルジアルキルアンモニウム化合物は既知で
あり、商業的に入手可能である。これらのポリマーにおけるアルキル基は、1～18個の炭
素原子を有し、好ましくは1～4個の炭素原子を有する。ポリジアリルジメチルアンモニウ
ムクロリドが特に好ましい。それは、例えば、Tinofix FRDTMおよびLupasolTMの商品名で
市販されている。そのような製品は、好ましくは200～400mPasのブルックフィールド粘度
を有する。それらの活性物質（AS）含量は、典型的には30～50%までである。塩の他に、
ポリジアリルジメチルアンモニウムのコポリマー、特に、アクリル酸、メタクリル酸、ア
クリルアミドまたはビニルピロリドンとのコポリマーも、基本的に本発明の目的に使用し
うる。好ましい態様において、カチオンポリマー、好ましくはポリジアリルジメチルアン
モニウムクロリドまたはその誘導体を、凍結乾燥形態で本発明の目的に使用しうる。
【００１０】
　本発明の組成物は、ポリジアリルジメチルアンモニウム化合物に加えて、アニオン界面
活性剤を成分b)として含有する。アニオン界面活性剤の典型的な例は下記の物質である：
アルキルベンゼンスルホネート、アルカンスルホネート、オレフィンスルホネート、アル
キルエーテルスルホネート、グリセロールエーテルスルホネート、α-メチルエステルス
ルホネート、スルホ脂肪酸、アルキルスルフェート、グリセロールエーテルスルフェート
、脂肪酸エーテルスルフェート、ヒドロキシ混合エーテルスルフェート、モノグリセリド
（エーテル）スルフェート、脂肪酸アミド（エーテル）スルフェート、モノ-およびジア
ルキルスルホスクシネート、モノ-およびジアルキルスルホスクシナメート、スルホトリ
グリセリド、アミド石鹸、エーテルカルボン酸およびその塩、脂肪酸イセチオネート、脂
肪酸サルコシネート、脂肪酸タウリド、N-アシルアミノ酸、例えば、アシルラクチレート
、アシルタルタレート、アシルグルタメートおよびアシルアスパルテート、アルキルオリ
ゴグルコシドスルフェート、タンパク質脂肪酸縮合物（特に、小麦に基づく植物性生成物
）およびアルキル（エーテル）ホスフェート。アニオン界面活性剤がポリグリコールエー
テル鎖を有する場合、それらは常套の同族体分布を有しうるが、狭い範囲の同族体分布を
有するのが好ましい。
【００１１】
　アルキルおよび／またはアルケニルエーテルスルフェートを選択するのが好ましい。成
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分(b)として使用するのに好適なアルキルおよび／またはアルケニルエーテルスルフェー
トは既知であり、直鎖脂肪アルコールまたは部分的に分岐したオキソアルコールの工業的
に入手可能な硫酸化生成物である。それらは、好ましくは式(I)に対応する：
【化１】

［式中、Rは、6～22個の炭素原子を有する直鎖または分岐鎖アルキルおよび／またはアル
ケニル基であり：mは、1～10の数であり；Xは、アルカリ金属および／またはアルカリ土
類金属、アンモニウム、アルキルアンモニウム、アルカノールアンモ二ウムまたはグルカ
ンモニウムである］。
前記の種類のエーテルスルフェートは、対応するアルコールポリグリコールエーテルの硫
酸化、それに続く中和によって工業的に製造されている。典型的な例は、ナトリウム、カ
リウムまたはマグネシウム塩の形態における、カプロンアルコール、カプリルアルコール
、2-エチルヘキシルアルコール、カプリンアルコール、ラウリルアルコール、イソトリデ
シルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール、パルミトレイルアルコール
、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、エライジル
アルコール、ペトロセリニルアルコール、リノリルアルコール、リノレニルアルコール、
エレオステアリルアルコール、アラキルアルコール、ガドレイルアルコール、ベヘニルア
ルコール、エルシルアルコールおよびブラシジルアルコールへの平均1～10モル、特に2～
5モルのエチレンオキシドの付加生成物に基づくスルフェートおよびそれらの工業用混合
物であるが、モノ-またはトリエタノールアミンカチオンも好適である。
【００１２】
　好ましいアニオン界面活性剤の別の種類は、アルキルベンゼンスルホネート（ABS）で
ある。このようなアニオン界面活性剤は、好ましくは式：R’-Ph-SO3X（ここで、R’は10
～18個の炭素原子を有する分岐鎖、好ましくは直鎖アルキル基であり；Phはフェニル基で
あり；Xは、アルカリ金属および／またはアルカリ土類金属、アンモニウム、アルキルア
ンモニウム、アルカノールアンモニウムまたはグルコアンモニウムである）に対応する。
ナトリウム塩の形態の、ドデシルベンゼンスルホネート、テトラデシルベンゼンスルホネ
ート、ヘキサデシルベンゼンスルホネートおよびそれらの工業用混合物を使用するのが好
ましい。
【００１３】
　好ましく使用されるアルキルおよび／またはアルケニルエーテルスルフェートまたはAB
Sの他に、石鹸、好ましくはナトリウムおよびカリウム石鹸も、アニオン界面活性剤（成
分c）として本発明の組成物に存在しうる。該石鹸のエタノールアミン塩も好適である。
石鹸は、1～45wt%、好ましくは1～40wt%、より好ましくは30wt%、最も好ましくは15wt%ま
での量で使用される。カリウム石鹸、特にC12～18脂肪酸のナトリウム石鹸を使用するの
が好ましい。
【００１４】
　本発明の組成物は、前記の成分a)～c)の他に、非イオン界面活性剤を成分d)として含有
しうる。非イオン界面活性剤は当業者に周知であり、本発明の目的に好適なあらゆる非イ
オン界面活性剤である。
【００１５】
　しかし、アルキル（オリゴ）グリコシド、脂肪アルコールおよび／またはアルコキシル
化、好ましくはエトキシル化脂肪アルコールの群からの非イオン界面活性剤が特に好まし
い。アルキルおよびアルケニルオリゴグリコシドは、式(II)に対応する既知の非イオン界
面活性剤である：

【化２】

[式中、R1は4～22個の炭素原子を有するアルキルおよび／またはアルケニル基であり；G
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は5または6個の炭素原子を有する糖単位であり；pは1～10の数値である]。
それらは、調製有機化学の関連方法によって得られる。アルキルおよび／またはアルケニ
ルオリゴグリコシドは、5または6個の炭素原子を有するアルドースまたはケトース、好ま
しくはグルコースから誘導しうる。従って、好ましいアルキルおよび／またはアルケニル
オリゴグリコシドは、アルキルおよび／またはアルケニルオリゴグルコシドである。一般
式(II)における添字pは、オリゴマー化度（DP）、即ち、モノ-およびオリゴグリコシドの
分布を示し、1～10の数値である。所定の化合物におけるpは必ず整数であるべきであり、
特に1～6の数値でありうるが、ある種のアルキルオリゴグリコシドの値pは、一般に端数
の、分析的に求められる計算値である。1.1～3.0の平均オリゴマー化度pを有するアルキ
ルおよび／またはアルケニルオリゴグリコシドを使用するのが好ましい。1.7未満、特に1
.2～1.4のオリゴマー化度を有するアルキルおよび／またはアルケニルオリゴグリコシド
が応用の観点から好ましい。アルキルまたはアルケニル基R1は、4～11個、好ましくは8～
10個の炭素原子を有する第一級アルコールから誘導しうる。典型的な例は、例えば工業用
脂肪酸メチルエステルの水素化またはレーレンのオキソ合成からのアルデヒドの水素化に
おいて得られる、ブタノール、カプロンアルコール、カプリルアルコール、カプリンアル
コールおよびウンデシルアルコールならびにそれらの工業用混合物である。蒸留による工
業用C8～C18ヤシ油脂肪アルコールの分離において第一流出物として得られ、かつ、6wt%
未満のC12アルコールを不純物として含有しうる、鎖長C8～C10（DP＝1～3）のアルキル（
オリゴ）グルコシド、および工業用C9/11オキソアルコール（DP=1～3）に基づくアルキル
オリゴグルコシドが好ましい。さらに、アルキルまたはアルケニル基R1は、12～22個、好
ましくは12～14個の炭素原子を有する第一級アルコールからも誘導しうる。典型的な例は
、前記のように得ることができるラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルア
ルコール、パルミトレイルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコー
ル、オレイルアルコール、エライジルアルコール、ペトロセリニルアルコール、アラキル
アルコール、ガドレイルアルコール、ベヘニルアルコール、エルシルアルコール、ブラシ
ジルアルコールおよびそれらの工業用混合物である。1～3のDPを有する水素化C12/14ココ
アルコールに基づくアルキルオリゴグルコシドが好ましい。
【００１６】
　前記のAPG化合物の他に、別の好ましい非イオン界面活性剤は、好ましくは式(III)に対
応するアルコキシル化脂肪アルコールである：
【化３】

［式中、R2は6～22個の炭素原子を有する直鎖または分岐鎖アルキルおよび／またはアル
ケニル基であり；nは1～50の数値、特に3～30の数値、好ましくは3～12の数値である］。
典型的な例は、例えば、油脂に基づく工業用メチルエステルまたはレーレンのオキソ合成
からのアルデヒドの高圧水素化において、および不飽和脂肪アルコールの二量化における
モノマー部分として得られる、平均1～50、好ましくは5～40、特に10～25モルのエチレン
オキシドの、例えばカプロンアルコール、カプリルアルコール、2-エチルヘキシルアルコ
ール、カプリンアルコール、ラウリルアルコール、イソトリデシルアルコール、ミリスチ
ルアルコール、セチルアルコール、パルミトレイルアルコール、ステアリルアルコール、
イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、エライジルアルコール、ペトロセリニ
ルアルコール、アラキルアルコール、ガドレイルアルコール、ベヘニルアルコール、エル
シルアルコールおよびブラシジルアルコールへの付加物、ならびにそれらの工業用混合物
である。10～40モルのエチレンオキシドの工業用C12～18脂肪アルコール、例えば、ヤシ
油、パーム油、パーム核油または獣脂脂肪アルコールへの付加物が好ましい。
【００１７】
　前記の物質の他に、当業者に既知の他のあらゆるノニオン、アニオン、カチオンおよび
／または両性界面活性剤が界面活性剤として存在しうる。非イオン界面活性剤の典型的な
例は、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、アルキルフェノールポリグリコールエー
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テル、脂肪酸ポリグリコールエステル、脂肪酸アミドポリグリコールエーテル、脂肪アミ
ンポリグリコールエーテル、アルコキシル化トリグリセリド、混合エーテルおよび混合ホ
ルマール、任意に部分的に酸化されたアルキル（アルケニル）オリゴグリコシドまたはグ
ルクロン酸誘導体、脂肪酸N-アルキルグルカミド、タンパク質加水分解物（特に、小麦に
基づく植物性生成物）、ポリオール脂肪酸エステル、糖エステル、ソルビタンエステル、
ポリソルベートおよびアミンオキシドである。非イオン界面活性剤がポリグリコールエー
テル鎖を有する場合、ポリグリコールエーテル鎖は、常套の同族体分布を有しうるが、そ
れらは狭い同族体分布を有するのが好ましい。
【００１８】
　カチオン界面活性剤の代表的な例は、第四級アンモニウム化合物およびエステルクアッ
ト、特に、四級化脂肪酸トリアルカノールアミンエステル塩である。両性または双性イオ
ン界面活性剤の典型的な例は、アルキルベタイン、アルキルアミドベタイン、アミノプロ
ピオネート、アミノグリシネート、イミダゾリニウムベタインおよびスルホベタインであ
る。前記の界面活性剤は全て、自体既知の化合物である。
【００１９】
　本発明の組成物は、種々の界面活性剤を、個々に、または互いの混合物の形態で含有し
うるが、但し、少なくとも1つの成分a)および1つの成分b)は存在する。
【００２０】
　先に記載した本発明の組成物は、好ましくは、下記の物質を含有する：
　a)　0.1～99wt%のポリジアリルジアルキルアンモニウム化合物；
　b)　1～90wt%のアニオン界面活性剤；
　c)　0～20wt%の石鹸；および
　d)　0～35wt%の非イオン界面活性剤。
【００２１】
　他の好ましい組成物は、0.1～98wt%のポリジアリルジアルキルアンモニウム化合物、1
～90wt%のアニオン界面活性剤、1～20wt%の石鹸、および0～35wt%の非イオン界面活性剤
を含有する。この理由は、出願人が行った試験により、成分a)およびb)の組み合わせ、お
よび石鹸の必須存在が、特に明確な染料移行抑制作用を生じるからである。他の好ましい
態様において、本発明の組成物は、成分a)とb)との重量比10：1～1：10、好ましくは1：8
～1：1を有する。石鹸c)およびカチオンポリマーa)は、1：1～1：5の重量比、好ましくは
1：1～1：3の重量比で共に存在するのが好ましい。本発明は、高割合のアニオン界面活性
剤を、カチオンポリマーと共に配合することも可能にする。従って、好ましい態様におい
て、成分b)および成分d)を、10：1～1：10の重量比、好ましくは10：1～1：1の重量比で
共に含有する組成物が配合される。石鹸も含有する組成物が特に有利である。
【００２２】
　本発明は、1つのポリマーa)および1つのアニオン界面活性剤b)だけから成る前記の組成
物にも関する。そのような組成物は、圧縮顆粒の形態で製造することができ、洗剤の製造
に使用することができる。成分a)およびb)に加えて石鹸を含有する組成物が好ましい。
【００２３】
　前記のように、本発明の組成物は、アルキルオリゴグリコシドおよび／または直鎖アル
コキシル化脂肪アルコールを、付加的成分d)として、即ち、成分a)、b)および／またはc)
に加えて、有利に含有することができる。そのような組成物は、好ましくはポリジアリル
ジメチルアンモニウムクロリドを成分a)として含有する。
【００２４】
　成分a)は、本発明の組成物中に、好ましくは0.1～0.9wt%、より好ましくは0.1～0.7wt%
、最も好ましくは0.1～0.5wt%の量で存在する。本発明の教示によれば、顕著に少ない量
のカチオンポリマーでも、満足できる染料移行抑制作用を得るのに充分であるので、本発
明の開示による使用は先行技術に比べて明らかに向上していることが見出された。
【００２５】
　本発明は、10～30wt%の量の成分a)、90～70wt%の量の成分b)、および0～10wt%の量の成
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分c)を含有する顆粒または粉末形態の組成物にも関する。しかし、これらの組成物は、好
ましくは成分c)を1～6wt%の量で含有する。
【００２６】
　本発明は、0.05～10wt%の前記組成物を含有している、界面活性剤、ビルダーおよび他
の典型的な添加剤を含有する固体洗剤にも関する。そのような洗剤は、他の典型的な成分
、例えば、漂白剤、漂白活性剤、洗浄力増強剤、酵素、酵素安定剤、再付着抑制剤(redep
osition inhibitors)、蛍光増白剤、汚れ剥離剤、抑泡剤、無機塩および香料および染料
を含有する。
【００２７】
　好適な固体ビルダーは、特に、合成および結合水を含有する微結晶性ゼオライト、例え
ば、洗剤品質ゼオライトNaAである。しかし、ゼオライトNaX、およびNaAとNaXとの混合物
も好適である。ゼオライトは、噴霧乾燥粉末の形態において、またはその製造後の湿った
ままの未乾燥安定化懸濁液として使用しうる。ゼオライトを懸濁液の形態で使用する場合
、懸濁液は、少量で添加された非イオン界面活性剤を安定剤として含有してよく、例えば
、ゼオライトに基づいて1～3wt%の、2～5個のエチレンオキシド基を含有するエトキシル
化C12～18脂肪アルコール、またはエトキシル化イソトリデカノールを含有しうる。好適
なゼオライトは、10μm未満の平均粒度（クールターカウンター法によって測定される体
積分布）を有し、好ましくは18～22wt%、より好ましく20～22wt%の結合水を含有する。ゼ
オライトの好適な代替物または部分代替物は、一般式：NaMSixO2x+1・yH2O（式中、Mはナ
トリウムまたは水素であり、xは1.9～4の数であり、yは0～20の数であり、xの好ましい値
は2、3または4である）を有する結晶性層状珪酸ナトリウムである。好ましい結晶性層状
珪酸塩は、一般式におけるMがナトリウムを表し、xが2または3の値である結晶性層状珪酸
塩である。β-およびγ-二珪酸ナトリウムNa2Si2O5・yH2Oの両方が特に好ましい。本発明
の固体洗剤は、好ましくは、10～60wt%のゼオライトおよび／または結晶性層状珪酸塩を
固体ビルダーとして含有し、任意の割合のゼオライトと結晶性層状珪酸塩との混合物が特
に好都合である。1つの特に好ましい態様において、洗剤は、20～50wt%のゼオライトおよ
び／または結晶性層状珪酸塩を含有する。特に好ましい洗剤は、水不含活性物質に基づい
て、40wt%までのゼオライト、特に35wt%までのゼオライトを含有する。洗剤の他の適当な
成分は、水溶性非晶質ケイ酸塩であり、それをゼオライトおよび／または結晶性層状珪酸
塩と組み合わして使用するのが好ましい。好ましい洗剤は、特に、Na2O／SiO2のモル比（
モジュラス（絶対値））1：1～1：4.5、好ましくは1：2～1：3.5を有する珪酸ナトリウム
を含有する洗剤である。洗剤の非晶質珪酸ナトリウム含有量は、好ましくは15wt%まで、
より好ましくは2～8wt%である。燐酸塩、例えば、トリポリ燐酸塩、ピロ燐酸塩およびオ
ルト燐酸塩も、洗剤に少量で存在しうる。洗剤の燐酸塩含有量は、好ましくは15wt%まで
、特に0～10wt%である。さらに、洗剤は天然および合成の層状珪酸塩を含有しうる。
【００２８】
　有用な有機ビルダーは、例えば、ナトリウム塩の形態で使用するのが好ましいポリカル
ボン酸、例えば、クエン酸、アジピン酸、コハク酸、グルタル酸、酒石酸、糖酸、アミノ
カルボン酸、ニトリロ三酢酸（NTA）（それらの使用が生態学的に安全であることを条件
として）およびそれらの混合物である。好ましい塩は、ポリカルボン酸、例えば、クエン
酸、アジピン酸、コハク酸、グルタル酸、酒石酸、糖酸の塩、およびそれらの混合物であ
る。好適な高分子ポリカルボン酸塩は、例えば、ポリアクリル酸またはポリメタクリル酸
のナトリウム塩であって、例えば、相対分子量800～150,000（酸に基づく）を有するナト
リウム塩である。好適なコポリマーのポリカルボン酸塩は、特に、アクリル酸とメタクリ
ル酸とのコポリマー、およびアクリル酸またはメタクリル酸とマレイン酸とのコポリマー
である。50～90wt%のアクリル酸および50～10wt%のマレイン酸を含有するアクリル酸とマ
レイン酸とのコポリマーが特に好適である。遊離酸に基づくそれらの相対分子量は、一般
に5,000～200,000、好ましくは10,000～120,000、より好ましくは50,000～100,000である
。高分子ポリカルボン酸塩を使用することが絶対的に必要であるということではない。し
かし、高分子ポリカルボン酸塩を使用する場合、生分解性ポリマー、例えば、アクリル酸
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およびマレイン酸またはその塩およびビニルアルコールまたはビニルアルコール誘導体を
モノマーとして含有するか、またはアクリル酸および2-アルキルアリルスルホン酸または
その塩および糖誘導体をモノマーとして含有するターポリマーが好ましい。他の好適なビ
ルダーは、ジアルデヒドと、5～7個の炭素原子および少なくとも3個のヒドロキシル基を
有するポリオールカルボン酸とを反応させることによって得られるポリアセタールである
。
【００２９】
　漂白剤として使用される水中で過酸化水素を生じる化合物の中で、過硼酸ナトリウム四
水和物および過硼酸ナトリウム一水和物が特に重要である。他の適当な漂白剤は、例えば
、パーオキシカーボネート、シトレートパーハイドレートおよび過酸の塩、例えば、パー
ベンゾエート、パーオキシフタレートまたはジパーオキシドデカン二酸である。それらは
一般に8～25wt%の量で使用される。過硼酸ナトリウム一水和物が好ましく、10～20wt%、
好ましくは10～15wt%の量で使用される。遊離水に結合して四水和物を形成する能力によ
り、それは洗剤の安定性を増加させるのに寄与する。
【００３０】
　60℃またはそれ以下の温度で洗濯を行う場合に、向上した漂白作用を得るために、漂白
活性剤を調製物に組み込んでよい。漂白活性剤の例は、過酸化水素と共に有機過酸を形成
するN-アシルおよびO-アシル化合物、好ましくはN,N’-テトラアシル化ジアミン、ならび
に無水カルボン酸およびポリオールのエステル、例えばグルコースペンタアセテートであ
る。漂白剤含有洗剤の漂白活性剤含有量は、通常の範囲、即ち、好ましくは1～10wt%、よ
り好ましくは3～8wt%である。特に好ましい漂白活性剤は、N,N,N’,N’-テトラアセチル
エチレンジアミンおよび1,5-ジアセチル-2,4-ジオキソヘキサヒドロ-1,3,5-トリアジンで
ある。
【００３１】
　好適な酵素は、プロテアーゼ、リパーゼ、アミラーゼ、セルラーゼおよびそれらの混合
物である。細菌または真菌、例えば、バチルス・サブチリス（Bacillus subtilis）、バ
チルス・リケルフォルミス（Bacillus licheniformis）およびストレプトミセス・グリセ
ウス（Streptomyces griseus）から得られる酵素が特に好適である。サブチリシン型のプ
ロテアーゼを使用するのが好ましく、バチルス・レントゥス（Bacillus lentus）から得
られるプロテアーゼが特に好ましい。酵素は、約0.2～約2wt%の量で使用しうる。酵素を
支持体に吸着させ、かつ／または膜材料に封入して、早期分解からそれらを保護しうる。
一価および多価アルコールおよびホスホネートに加えて、洗剤は他の酵素安定剤も含有し
うる。例えば、0.5～1wt%の蟻酸ナトリウムを使用しうる。可溶性カルシウム塩で安定化
され、酵素を基準にして好ましくは約1.2wt%のカルシウム分を有するプロテアーゼを使用
することもできる。しかし、硼素化合物、例えば、硼酸、酸化硼素、ホウ砂および他のア
ルカリ金属硼酸塩、例えば、オルト硼酸（H3BO3）、メタ硼酸（HBO2）およびピロ硼酸（
テトラ硼酸H2B4O7）の塩を使用するのが特に有利である。
【００３２】
　再付着抑制剤の機能は、繊維から脱離され汚れを洗液に懸濁した状態に維持し、それに
よって変色を防止することである。好適な再付着抑制剤は、水溶性の、一般に有機のコロ
イド、例えば、高分子カルボン酸の水溶性塩、グルー（糊）、ゼラチン、デンプンもしく
はセルロースのエーテルカルボン酸もしくはエーテルスルホン酸の塩、またはセルロース
もしくはデンプンの酸性硫酸エステルの塩である。酸性基を有する水溶性ポリアミドもこ
の目的に好適である。前記以外の可溶性デンプン調製物および他のデンプン生成物、例え
ば、分解デンプン、アルデヒドデンプンなども使用しうる。ポリビニルピロリドンも好適
である。しかし、セルロースエーテル、例えば、カルボキシメチルセルロース、メチルセ
ルロース、ヒドロキシアルキルセルロース、および混合エーテル、例えば、メチルヒドロ
キシエチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロース、メチルカルボキシメチル
セルロースおよびそれらの混合物、ならびにポリビニルピロリドンを、例えば、洗剤を基
準にして0.1～5wt%の量で使用するのが好ましい。
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【００３３】
　洗剤は、ジアミノスチルベンジスルホン酸の誘導体またはそのアルカリ金属塩を蛍光増
白剤として含有しうる。好適な蛍光増白剤は、例えば、4,4’-ビス-(2-アニリノ-4-モル
ホリノ-1,3,5-トリアジニル-6-アミノ)-スチルベン-2,2’-ジスルホン酸の塩、またはモ
ルホリノ基の代わりに、ジエタノールアミノ基、メチルアミノ基、アニリノ基または2-メ
トキシエチルアミノ基を有する類似構造の化合物である。置換ジフェニルスチリル型の増
白剤、例えば、4,4’-ビス-(2-スルホスチリル)-ジフェニル、4,4’-ビス-(4-クロロ-3-
スルホスチリル)-ジフェニルまたは4-(4-クロロスチリル)-4’-(2-スルホスチリル)-ジフ
ェニルのアルカリ金属塩も存在しうる。前記増白剤の混合物も使用しうる。通常量、例え
ば0.1～0.5wt%、好ましくは0.1～0.3wt%の通常の増白剤に加えて、少量の、例えば10－6

～10－3wt%、好ましくは約10－5wt%の青色染料を洗剤が含有する場合、均一に白い顆粒が
得られる。
【００３４】
　好適な汚れ剥離剤は、好ましくは、エチレンテレフタレート基および／またはポリエチ
レングリコールテレフタレート基を有する物質であり、エチレンテレフタレート／ポリエ
チレングリコールテレフタレートのモル比は50：50～90：10である。結合ポリエチレング
リコール単位の分子量は、特に750～5,000であり、即ち、ポリエチレングリコール基を含
有するポリマーのエトキシル化度は、約15～100であってよい。ポリマーは、約5,000～20
0,000の平均分子量を特徴とし、ブロック構造を有しうるが、ランダム構造を有するのが
好ましい。好ましいポリマーは、エチレンテレフタレート：ポリエチレングリコールテレ
フタレートのモル比約65：35～約90：10、好ましくは約70：30～80：20を有するポリマー
である。他の好ましいポリマーは、分子量750～5,000、好ましくは1,000～約3,000を有す
る結合ポリエチレングリコール単位を含有し、ポリマー分子量約10,000～約50,000を有す
るポリマーである。商業的に入手可能なポリマーの例は、MileaseTM T（ICI）またはRepe
lotexTM SRP 3（Rhone-Poulenc）である。
【００３５】
　洗剤を洗濯機において使用する場合、典型的な抑泡剤を洗剤に添加するのが好都合な場
合がある。好適な抑泡剤は、例えば、C18～24脂肪酸を高割合で含む天然または合成石鹸
である。好適な非界面活性抑泡剤は、例えば、オルガノポリシロキサン、およびそれと任
意にシラン化した極微細シリカとの混合物、ならびに、パラフィン、ワックス、ミクロワ
ックス、およびそれらとシラン化シリカまたはビス-ステアリルエチレンジアミドとの混
合物である。種々の抑泡剤の混合物、例えば、シリコーン、パラフィンおよびワックスの
混合物を使用するのが有利な場合もある。抑泡剤、特にシリコーン-および／またはパラ
フィン－含有抑泡剤は、粒状の水溶性または水分散性の支持体に固定するのが好ましい。
パラフィンとビス－ステアリルエチレンジアミドとの混合物が特に好ましい。
【００３６】
　本発明の洗剤は、既知の方法、例えば、混合、噴霧乾燥、粒状化および押出によって製
造しうる。いくつかの成分、例えば、噴霧乾燥成分および粒状化および／または押出成分
を相互に混合する方法が特に好適である。そのような方法は、本発明の固体組成物を処理
し製造するのに特に好適である。次に、噴霧乾燥または粒状化成分を、通常法によって、
非イオン界面活性剤、特にエトキシル化脂肪アルコールでさらに処理してもよい。好まし
い態様において、カチオンポリマーを水に溶解し、次に、得られた溶液をアニオン界面活
性剤成分に噴霧する。
【００３７】
　特に粒状化法および押出法において、所望により噴霧乾燥、粒状化または押出コンパウ
ンドの形態で存在するアニオン界面活性剤を、該方法における混合成分として、または後
に他の顆粒への添加剤として使用するのが好ましい。
【００３８】
　処理温度において液体ないしワックス様の非イオン界面活性剤および／または他の成分
で処理されていてもよい噴霧乾燥、粒状化および／または押出成分に、組成物の他の各成
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分、例えば、場合により結晶性であってもよいシトレートまたはクエン酸または他のポリ
カルボキシレートまたはポリカルボン酸、高分子カルボキシレート、ゼオライトおよび／
または層状シリケートを添加することも可能であり、配合によっては有利な場合がある。
好ましい方法において、次に、組成物の成分または全体としての組成物の表面を処理して
、非イオン界面活性剤に富む顆粒の粘着性を減少させ、かつ／またはそれらの溶解性を向
上させる。好適な表面改質剤は、先行技術から既知である。他の好適な表面改質剤に加え
て、微粒ゼオライト、シリカ、非晶質シリケート、脂肪酸または脂肪酸塩、例えばステア
リン酸カルシウム、特にゼオライトとシリカまたはゼオライトとステアリン酸カルシウム
との混合物が特に好ましい。
【実施例】
【００３９】
　実施例1
　2つの固体洗剤（表1参照）を配合し、20wt%のポリジアリルジメチルアンモニウムクロ
リドおよび80wt%のアルキルスルフェートから成る本発明の粒状コンパウンドを、配合物2
に添加した。下記の成分を使用した：
　Dehydol LT7：C12～18脂肪アルコール、エトキシル化（7EO）（Cognis）
　Dehydran 770：パラフィン脱泡剤（Cognis）
　Dequest 2066：ジエチレントリアミンペンタメチレンホスホン酸、ナトリウム塩（Solu
tia）
　Portil N：ソーダ水ガラス（Cognis）
　Sokalan CP 5 G：マレイン酸／アクリル酸コポリマー、ナトリウム塩（BASF）
　Sulfopon 1214 G：C12～14脂肪アルコールナトリウム塩
　Ufaryl DL 90C：ドデシルベンゼンスルホン酸、ナトリウム塩（Unger）
　Wessalith 4000：ゼオライト 4A（Degussa）
【００４０】
　表における全ての量は、wt%活性物質として示されている。
【表１】

【００４１】
　染料移行を試験するために、0.34gの洗剤1および0.34gの洗剤2を、68mLの染料溶液（0.
0045g/LのDoramin Blau 200を含有）に添加した。これは、試験溶液中5g/Lの洗剤濃度に
相当する。試験溶液を40℃に加熱した。次に、6 x 2.5cmの木綿の試験片（試験生地WFK 1
0A）を、各試験溶液に入れた。試験片の色は、実験室モードのミノルタCR 200比色計で前
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もって測定しておいた。試験片を、ゆっくり攪拌しながら40℃で1時間にわたって洗液中
に維持した。次に、試験片を洗液から出し、水道水で2分間濯いだ。マングル脱水後、試
験片の色を、実験室モードのミノルタCR 200比色計で測定した。色差を、開始時と終了時
との測定値から算出した。数値が小さいほど、より優れた染料移行抑制である。
【００４２】
　本発明のコンパウンドを含有しない配合物2は、34の色差を生じた。これに対して、本
発明の配合物1は、明らかにより優れた色差26を生じた。
【００４３】
　実施例2
　種々の量のカチオンポリマー、アニオン界面活性剤および非イオン界面活性剤を含有す
る固体洗剤を用いて一連の試験を行った。配合量を表2に示し、染料移行測定値の結果を
グラフ1に示す。
【表２】

【化４】

【００４４】
　ポリマーの添加によって色差の顕著な向上を生じることがグラフ1からわかる。比較的
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多量のカチオンポリマーを添加した場合、比較的多量のアニオン界面活性剤もコンパウン
ドに配合しうることが明らかである。この場合、0.5wt%のカチオンポリマーが存在するな
らば、アニオンおよび非イオン界面活性剤を1：1の重量比で一緒に配合することができる
。
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